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　　　万能投影器による岩石の構成鉱物容量比の一測定法

大和栄次艮群

R6sum6

AMe爲uringMethodofModalPer．
¢entage　of　Comヵonent　Minemls　by

　the“Shadowgraph”．（Drafti・

　　　　　ng・PmJector）

by

　　　　　　Eijiro　Owa

　　When　we　use　the“Shadowgraかh，”sec－

tions　and　fragnient＄to　be　examined　are　en・

，1arged　on　the　prolection　glass（dia．30cm）．

So　the　玉mage　on　the　projection　glass　is

・printed　directly　on　the　printing　paper。

　　The　volume　percentage　of　component
minerals　would　be　given　briefly　by　classifying

and、wei窪hing　of　eac五minerals　of　the　prin－

ting　papeL

　　曲e，thewritersh・wsanexampleof
施e　result　obtained　from　a　graniticτock，

w五ich　seems　to　be　most　dif五cult　to　get　accu－

rate　results　thτou喜h　this　metho（1，an（i　he

belieVe　s面at　this　method　could　be　used　even

，t・theg伽iticr・ck＄

　　Up　to　the　present，the　microscopic　pho－

tographs　have　been　use（1for　the　quantitative

dagsmcation，but　the　method、now　described

is　very　simple　and　convenient　in　technique

as寸▽ell　as　in　getting　the　wider　range　of　vi－

sion　which　is　more　than　twice　of　microsco・

pic　photograph．

　　　　　　　要　旨
　万能投影器は載物台上の被槍物を透過光線，反射光線
’
で
観
察 でき，硯野が広く，また印画紙に直接に印画でき

るので，印画（四蜀り判，キヤピネ判）から構成鉱物を分

”
別
し，それぞれを秤量し，その容量比を求めてみた◎こ

の場合，印画紙からの誤差は，ほとんど無覗でぎる値で

ある1。例として，最も繁雑であり・また最も不均質と考

’えられ為花嵩質岩石を選んだ。測定結果によれば，大部

　＊地質部

分の岩石は，顯微鏡下で覗野を選択すれば，キヤピネ判

の印画から，充分信頼できる，構成鉱物容量比を求める

ことができるものと考えられる◎

なお花崩質岩石のような構成鉱物の多い粒状構造の岩

石の場合は，その作業がや玉繁雑であるが，斑状構造を　』

呈する岩石の場含等ほ，容易に正確な容量比が求められ

るであろう。

　　　　　　1．緒　 雷
岩石の構成鉱物の容量測定ほIntegrationtidchによる

のが普通であるがう顯微鏡写眞により軍量を測定する方

法1）等種々の方法がある。顯微鏡写眞による場合は，そ

の精度が高いのに比べて，覗野がせまいという大きな欠

点があり・從来余り使用されていない。Lかし万能投影

器は覗野が広ぐ，また印画紙に直接に，簡軍に印画でき

る長所を持つている。たまたま岩手縣土淵図幅読明書作

製中，花歯質岩石の答量比が必要であつたので，この方

法により，岩石の構成鉱物容量の測定を行つてみた。

　　　　2。万能投影器の性能の概要．

　万能投影器（26年度購入：目本光学製）は載物台に載

せた被槍物を，透過光線（偏光装置取付け中）あるいは反・

射光線によつて，径30cmのスクリー拓上に投影し，’

観察できるもので，その倍率と硯野の関係は次表の通り

である。
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岩石顯微鏡

この方法により，最も不均質とされ，構成鉱物の種類

が多く分別に手数を要し，誤差の出易いものとして，粗

粒および細粒の花簡質岩石2個の薄片（岩手縣王淵図幅

丙）を選び，これらの2Q倍の拡大像の全体あるいは中心

1）亘理誠五郎3峰寺山産花嵩岩中のCordierite　orbic最ar　rOck

の比重に就いて，岩磯少Vol．9
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部をキヤピネ判（覗野は全体の約1／3となる）に印画そし，

石英，正長石，斜長石，角閃石，黒雲母，その他あ6種

に分別し，これを24時聞デシケーター中に・放置し・秤

量し（花嵩質岩石の場合は副成分鉱物を秤量する必要が

あるので，gr以下4位迄の数値が必要である），構成鉱

物の容量比を求めた。この場合印再紙目体から生ずる誤，

差は，試験片の秤量結果によれば，0．5％域丙で，ほと

んど無覗できる値である。・

　　　　　　4．測定結果
　印画ほ径30cmのスクリPソの全体も可能であるが，，

そきおだけキヤピネ判の使用が望ましいので，．花嵩質岩

石の薄片を岩石顯微鏡で観察し，これを3つのクラスに

分類した。すなわち，

　く1）細粒で比較的均賃のもので，印画に対して無條

’
件 と考えられるもの，

　（2）中粒乃至粗粒で競野を選択することにより’，キ・

ヤピネ判を用いられるであろうと滴えられるもの，

Q

いて測定したo　　　　　　　　　　　　　　　　’　1

（1）に該当するものは任意の覗野2つを選び，キヤピ

ネ判の印画により容量比を求め，この両者の差異をしら

べた。結果は第1表（Platd）あ通りで，花嵩質岩石の」

粒度が小さく比較的均質と認められるものは，この方法

により極めて簡軍にかつ正確な容量比が得られるものと

　　　　1第　　1　　表　．　曳

石

加
、 里　長

斜　　長
角　　閃
黒　　雲

そ　　の

1

英

石

，石

石
．

母俳r

他

石英および加里長石

全サ　リ　ッ　ク

26．50％

12．37
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0．68
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1．99
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87．77
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48．49
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85．35

李・均
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／
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蟹

亀’

26．14

11．72

48．70

10．55

10．04

2．36

37．87

86．55

いえるo

　（2）はこの場合のみでなく

他の岩石にも適用されること

が多いと考えられるので，こ

れについてはやX縞しく測定

ドを行つた◎すなわち，まず薄

片を2分し，その各々（四つ切

り判）の構威鉱物容量比を求

め，次にその両者の一部を肉

眼的に選択し，キヤピネ判に

．印画し，ζれらの容量比を求

めた。容量比は第2表（Plate，、

IIおよび皿）に示す通りであ

つて，これら4者の聞には多

少の差異はあるが，その各々

　について，倒えば石英一加里

長石τ斜長石あるいは石英・

　加里長石一斜長石一有色鉱物

　の二つの関係を図示してみる

　と　（これによつて岩石が分

庶 5Q

第1圖　　Q石英，，’KE加里長石，PL斜長石

（3）は時に黒雲母，角肉石等の大晶を包含し，全体

の印画が必要であるもの，

の3クラスで，このうち（1）ど（2）に該当するものにつ

＊これによつて得られ，る印書は陰書であり，技術部のProユecterに

より陽書か得られる。一

　　　　　　PL、類2）され・また対比されるの・

　　　　　　　であるが），第1図および第

　　　　　　　2図の通りで，この方法が充
分利用できることを示している。なお（3）についてはジ

（1）・（2）も同檬であるが・一擦本中の薄片毎の差異が

問題となつてくるが，これにっいてぱ從来種々論議され

2）Johannsen，A．＝　．ムL　Disoripむive　Petrography　of　the　Igneous

Rocks　Vol．1（1939）o
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　　　　　　　　　　　　　　ロタ万能投影器による岩石の構威鉱物容量比の一測定法　（大和栄次良B）

たところであり，最近でも鈴

木淑夫3）により有意の差は認

められないとされているの

で，・（3）の場合は全体の印画

により容量地が求められる。

域上は容量比を求めるため

の構成鉱物の種類が多く，か

つ岩石が粒状構造を呈するた

め，その分別がやX繁灘なき’

らいがあつたが，火山岩のよ

うに斑斌構造を呈する岩石の

斑晶と，石基の容量比を求め

る場合などは，分別は勿論，

秤量に際しても，極めて簡輩

に好結果が得られるものと考

えられる。また反射光線を使

用する場合も同様である0

　　5．結　論
、（1）　万倉旨投影器により，

花歯質岩石のような不均質の

岩石でも，大部分はその一一部

分の印画から，ほとんど正確

な構成鉱物容量比が簡軍に求
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PL・

められる。この場合印画紙自体の重量か

らくる誤差は無覗できるo

（2）印画より各鉱物を分別する時，

粒状構造を呈する岩石はや～繁雑である

が，その他の例えば斑状構造を呈する岩

石の場合等は，簡軍に容量比が得られ，

この種の分野での利用が期待されるq

1
5
Q

第2圖　　－MF角閃石十黒雲母，PL斜長石，一Q十KE石英十加里長石

　　　　第　　2’　表

Q＋締

、3）鈴木淑天ト北上山地甫部高田町附碧の花嵩

、緑閃岩の構造にっいて，地質學難誌，VoL58，

No．676。

石　　英
加里長石
斜
．
長

角　閃
黒　雲ー

そ　の

石

石

母

他

石英及加里長石

全サリヅク

3

21．22

7．24

50．85

5．39

14ボ51

0．78

28．46

79』31

4

22．06

6．87

52．71

4．83

12．56

0．96

28．93

81．64

51
22．26

6．57

51．13

4170

14．68

0．66

28．83

79．96

6’i AIB
22．26　　　21．64

6．43　　　　7．55

52．26　　　51．78

5．31　　　5．11

　ノア13』31　　　13．54

0．43　　　’0．87

28．69零　　29．19

80．91　　　80．97

今：IIIとIVの李均・＝薄片全体に略々相当する

B：VとVIの李均

22．26

650
51．70

5．01

14．00

0．55

28．76

80．46

洩
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図版、第1
’

メ

No．1　 Bi：黒雲母

図版第11

Hb：角閃石
　　（陰画）20x

No．3 Bi：黒雲母　　Hb：角閃石・
．　　　　　　・（陰匡）20×

購鰯　、灘1

No．2　Q：石　英　　Qr：加里長石　　PI：斜長石
　Bi：黒雲母　　Hb：角閃石　　　　　　（陽画）20×

．・隷顯鰹鳳

　　灘灘羅羅聾・．
　　灘灘灘蝿辮　 ・　欝
　灘騰　’i灘灘麟　β　灘
　　鍵　　　　講　　　　憲撚
　灘灘灘羅撚纏懇嚢

No．4’Q：石英　Or：加里長石　P1：斜長石
Bi：黒雲母　　Hb：角閃石　　　　　　　（擁）20×

一函版第m
難

No．5Q：石　英　　Or：加里長石

　Bi：黒雲母Hb：　角閃石
P1：斜長石
　（陰画）20×

：No．Bi：黒雲母、　Hb：角閃石

　　　　　　（陽画）2Q×
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